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急性リンパ性白血病（難反応例）

生理食塩液

用法
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1日1(-2)回朝(昼)食後

30分

オンコビン

点滴

ロイナーゼ

● ●

※
※
※
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注射用水
生理食塩液
※※※オンコビンの3時間後より開始

生理食塩液

※day15はオンコビンの後に投与

週療法

生理食塩液
ドキソルビシン
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注射

内服

放射線
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投与時間投与ルート用量(/回)

照射量
用量(/日)

mg

ml

内服

内服

商品名

照射部位
生理食塩液　　　　　　　　　　　

③100

内服

内服

内服

内服

9

10

グラニセトロン

②  50
キープ①200

ml
ml

プレドニゾロン

3 30分点滴(側管)

100 ml
mg/㎡ 点滴(側管)20

※※1.4 mg/㎡ 点滴(側管) 30分
100 ml

※※最大2mg

4000 K.U./㎡ 点滴(側管) 4時間

500 ml

5000K.U./2mlで溶解

50 ml 点滴(側管) ルートフラッシュ

40

薬品名

疾患名

減量規定

標準投与量

Gy
特記事項

【ロイナーゼ皮内反応の実施方法】
各サイクル初回とロットが違う場合実施

1サイクル

生理食塩液

3段階減量
2段階減量

内服

1段階減量

0

治療計画書 療法名 L-ADVP

☆７

内服

mg/㎡

50 ml 点滴(側管) ルートフラッシュ
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